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しおぴぃ二学期分では、初めての試みで、保護者の皆様より自由に記入していただける欄を
すぐーるに設けました。PTA活動への温かいお言葉などもいただき、とても励みになりました。
ありがとうございました。
記入欄よりいただきました要望・お問い合わせについて、学校と共有させていただきました。

Q 熱中症対策についてお伝えしたいことがあり、記
入いたします。 飲料用の冷水器は、輝鏡館の隣にし
かないそうですが、校舎の近くにも置いて頂くこと
は出来ないのでしょうか。

A 今まさに運営委員会で学校と協議中
です。
現在、体育の授業、部活の時間を重視
し、輝鏡館前に3台設置しています。

その内1台は令和元年にPTAよりベルマーク活動にて購入したものです。

ご質問のように校舎内には設置がなく、子どもたちより輝鏡館までは遠いから行かない、との
声もあることから、校舎の方にも設置の方向で検討中ですが、
水道がない場所では工事費がかなり高額になるということもあり、今後も学校と協議しながら
進めていきたいと思っています。

Q 毎年のことですが、娘は内科検診をとても嫌がり、
他の女子もみんな嫌がってると言います。校医の先
生なので男性なのは仕方がないとは思いますが、多
感な年頃なので、せめてシャツの上からの検診か、そ
れに代わるようなことが出来れば女子生徒の負担も
減るのではないでしょうか。(病気の発見に支障が出
て難しいのかも知れませんが)

A 内科検診上半身脱衣については、
ここ数年保護者から毎年でている懸
案事項です。
そのため運営委員会で毎年学校と対
応を確認しています。
市教委からの回答は内容については
納得するものでありながらも、子ども

たちが数年抵抗のある思いを訴え続けていることは重要なことと受け止め、本部からも学校、
市教委、議員さんへお願いしております。

塩屋中でできる対応を、学校・養護の先生も考えてくださっているため、少しでも内科検診に子
どもたちが不安なく臨めるように、PTA本部も一緒に協議を続けたいと思います。

塩屋中PTA本部からも引き続き市教委の方にも確認を続けます。
令和４年２月現在、検討中とのことでした。



Q 校則ですが靴は白でもいいのですが、底（裏面）
は黒でもいいのか知りたいです。 A 塩屋中学校は、靴・靴下は令和４年度

より、色は自由で運動に適したものに
なります。

その他のことについても、生徒会中心にじっくり見直し中とのことです。

生徒会長さんに、塩屋中学校の校則の見直しに
ついてインタビューさせていただきました。
校則または、制服については、保護者のとても
気になる所であり、運営委員会でもよく議題に
のぼっています。

PTA:
令和4年度からの靴、靴下が色は自由で運動に適したものなった
ことについて、とても画期的と思いますが、ここまでの道のりを
教えていただけますか？

生徒会長：
第46期生徒会執行部で、論理的に説明ができないいわゆる｢ブラック校
則｣について何度か話し合いを進めた結果、「靴・靴下の色は自由で運動
に適したもの」に見直ししたというような流れです。
(第45期の先輩方が話し合いをされた結果、昨年の4月には、靴下を3つ
折りにする必要はなくなり、その後靴についても反射板や靴裏の色に関
しては自由という形に変更されました。)
塩屋中学校は｢日本一さわやかな中学校｣をスローガンとして掲げており
ますが、さわやかだと感じる基準は人それぞれであるが故に、“さわやか
さ”を校則の見直しに反映することが難しかったです。各々が“さわやか
さ”について考えを深め、その考えを発信する、というような会議を行っ
たことで靴・靴下の色の自由化という結論に至りました。

PTA:
今後も生徒会が中心になり、様々な校則について見直しされてい
くと聞いています。
生徒会と先生方で、じっくり検討してくださっていると思いますが、
今後への思いについてお聞かせいただけますか？



生徒会長：
今後も意欲的に校則の見直しを行いたいと思っています。
そこで何より重要になるのは生徒一人一人の意見であると考えます。
様々な角度からの意見を取り入れ、校則に反映していくためにはどうす
れば良いかを第47期生徒会執行部で話し合っています。
また、1月に行われた生徒協議会(生徒会執行部と学年評議会で行う会
議)では｢頭髪の校則｣について話し合いました。
生徒一人ひとりの個性を尊重しつつ、清潔感のある服装に統一すること
を大切にし、今後も校則の見直しを進めるつもりです。

PTA:
保護者から、「眉毛を整えると校則違反と言われたようですが、身
なりを整えることは大切なことでは？」というご意見もありました。
今後の検討材料にも入りそうでしょうか？

生徒会長：
身なりを整えるという点で、私たちも、身だしなみを整える一環とされる
ものとそうでないものを判断する基準は何かということを中心に考える
ことが多いです。
ですので、とても有難いご意見です。
検討材料にさせていただきます。ありがとうございます。

PTA:
最後に、生徒会と一緒に見直しに携わり、受け入れてくれる塩屋中
学校の先生方は、どのような存在ですか？

生徒会長：
見直しに携わってくださる先生方がいてくださることで、親身になって、一
緒に頑張ろうと背中を押してくれる存在もいるのだと実感でき、いつも心
強く思っています。
(あいさつ運動のときにも、ご苦労さま、いつもありがとう、と声をかけてく
ださるので温かい気持ちになり本当に救われます)



PTA:
詳しくありがとうございました。じっくり時間をかけて考えてきた
みなさんの活動に、驚きと頼もしさでいっぱいになりました。PTA
運営委員会でも校則についてはたびたびでていましたが、簡単
に自由化を訴えてしまいがちな私たち保護者が恥ずかしくなる
ほどでした。
今後、生徒会との意見交換の機会などでは、逆にみなさんから保
護者への質問などあれば聞かせて欲しいと思っています。

生徒会長：
PTAの皆さんが私たちのために本当に色んなことをしてくださってること
は、これまでたくさんの場面で実感しています！
きっと私たちが気づいていないだけで、学校生活を送る上でPTAの方がし
てくださって初めて成り立っているものはもっとたくさんあるのだと思う
と感謝しかありません。
ほかの生徒もそう実感する機会が多くあると思います。

PTA:
ありがとうございます。生徒の皆さんと先生方の学校生活がより
よいものであるよう、今後もPTAで後押しできることに努めていき
ます。

運営委員会では校則のことがでるたびに、生徒会を中心に見直し中とは聞いていました。子どもた
ちが自分たちで考え、自分たちで決める、それが生徒会執行部のみなさんでコロナ禍でありながら
も引き継ぎをされ、地道に時間をかけて協議している様子がとっても良くわかりました。
今までの校則のいいところは残しながら、現代に合ったものに見直していくというスタンスも素晴ら
しいと思いました。
このような子ども中心の校則の見直しが進んでいるところは珍しいのではないでしょうか。
支えてくださっている先生方にも改めて感謝申しあげます。

日本一さわやかな中学校



3年生は入試を控えています。不安な生徒も
多いためオンラインで授業に参加しても出
席扱いになるようにしています。
（学校で行う授業カリキュラムはすでに終
わっています。）

今年度より神戸市は終業式の日に離任式
が執り行われることになりました。時間等は
追って連絡になります。

三学期行事について
3年生を送る会も中止にはせず、なんとか
対策を講じ行う予定でいます。

説明会やトライやる発表会など、今年度も
保護者より見えにくいとの声もあり、確認
したところ、短焦点（教室にあるのと同じ）
であり、体育館のような場所では見えにく
い面のあるものであることがわかりました。
子どもたちが使う頻度も高く、保護者に向
けて使用することも多いため、今年度PTA
会費の還元にプロジェクターを考えていま
す。

前述のとおりです。

子どもたちより、席により寒いところ、暑いと
ころがある模様。サーキュレーター（扇風機）
などはついていない。現状を確認し、検討し
ますとのこと。

授業中に水分をとっていいなど、保護者から
の質問への回答が、先生によって浸透して
いないこともあるので学校でも共有してほ
しい。また本部としても周知につとめます。

交差点に加え、坂、横断歩道、歩行者の往来
も頻繁であり、長年車の出入りの際、危険な
状況を抱えている。塩屋中ＰＴＡからも市へ
要望を出す予定です。

第５・６回 運営委員会より

塩屋中学校ホームページには、毎日の子どもたちの活動の様子を
先生方がアップしてくださっています。
たくさんの写真も掲載されておりますので、是非ご覧ください。



コロナ禍での経済状況の悪化により生理用品の購入が困難な家庭がある状況に対応し、神
戸市から災害用に備蓄していた生理用品の一部が学校に配布されました。
原則として保健室での個別配布となっておりますところを、塩屋中学校ではPTAより要望し、
各学年の女子トイレに設置対応をしていただいております。コロナ禍で生理用品へのご負担
があるご家庭は、お子様にご案内ください。在庫の関係で設置の箱が空の場合もあるかと
思います。その場合はいつでも保健室でもらえる旨を保護者様からもご案内ください
またそれ以外の生徒も、緊急の場合や、保健室まで行く時間がない場合も、トイレにあると安
心かと思います。後日保健室に戻していただく際、ゆっくり養護の先生との交流もできたらい
いなと思います。
保護者様からも周知とご協力の程、よろしくお願いいたします。

やむを得ず休んでいる生徒の対応
→ほぼ毎日２時間程度オンラインでの配信をしています。

体調を崩して休んでいる生徒の対応
→無理せず、学校に来れたときに遠慮なく各教科担当にいえば対応します。
休んでる期間中のノートどうすればよいかなど。

あまり長くやすんでいたりすると、ノートを見せてほしいことを友達にも先生にも言いにく
かったりするが、自分発信でないといけないか？
先生からもう少しフォローいただける体制があるとありがたいです。
→自発的に言ってほしいという願いは少なからずあるが、今一度、担任からのアプローチ
の方法や、学校からの対応も今後考えたいと思います。

後日、返答頂きました。
全員にノートのコピーをというのは難しいが現在オンライ
ンで学年のチームがあり、ファイルに各教科のデータを
アップし自由に見られるようになっています。

お子さんの学校環境に関するお困りごとはありませんか？

三学期の行事の感想や、お子さまの学校環境に関するお困りごとがあれば、しおぴぃ配信すぐーるにフリー
記入欄を設けておりますので、ご記入ください。
また、紙でも随時受け付けています。どんな紙でも構いませんので、「PTA本部宛」と書いてください。
封筒に入れる際にも、「PTA本部宛」と表書きください。
（お返事が必要な方はお子様の学年クラスお名前をご記入ください。）


